
（別紙３）

～ R6年　７月　１日

（対象者数） 19 （回答者数） 14

～ R6年７　月　１日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

受講生の様子を連絡帳にて送信する市に画像添付などをして

より見て分かるようにしたいとシステムと開発を行ってい

る。

2

就労や自立した生活にすぐに移行できるような、生活上の家

事や仕事に関してのスキルアップ、訓練を組み入れていける

よう工夫していく

3

今年度発行した中学準備読本が高評価であった為高校卒業に

向けた読本作成にも取り組んでいき、保護者が広く一手に情

報を収集できるシステムつくりを行っていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

交流となるとしり込みする保護者も多い為子供さんの参観な

ど動きの少ない、気軽に参加できるイベントなどを考慮して

企画する

2

訓練の日ではない時もふりーちむなどを通して訓練を行って

いく工夫をしてみる

3

別日にもう一度人気のプログラムを行うなどの穂店をするこ

とも考えていく。

○事業所名 放課後スクールユニスクジュニア

○保護者評価実施期間
R6年　６月　27日

○保護者評価有効回答数

R6年　６月　２１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R6年７　月２　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

参加したいプログラムに定員の関係で参加できないことが増え

てきている

定員オーバーの場合の対策が必要

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会や　保護者同士の交流の集まりには参加者が少ないこ

と

保護者交流としてばかりではなくいろいろな形でのセミナー研

修会などを企画し、保護者に周知していく

防災訓練等に参加したがらない子供さんがあり、訓練が徹底で

きていない

利用中の中高生が自分で予約日を決めて申し込むことが多い為

か再訓練などは人気が低く参加してもらいずらい。

保護者との情報の共有ができているという回答が多かったこと 日ごろからLINE等でのやり取りができていること。保護者の

相談があれば迅速に対応できていること。支援会議や三者面

談、受信などなど保護者の移行があれば同行で来ていること。

利用してる子供たちの満足度が高いこと 魅力的なカリキュラムの校正や成功体験に常毛ていける内容を

指導員みんなで考えてくれている。

セミナーや保護者会を定期的に開催し、参加者からの公表kを

頂けていること

保護者だけではなく一般に向けても広くセミナーン度を行って

いる。

事業所における自己評価総括表公表


